
平
成

21年
度
教
育
目
標
よ
り

第
１
項
目
確
か
な
学
力
の
向
上

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
究
委
員
会
実
践
部

会
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

（
室
・
セ
）

・
サ
ポ
ー
ト
教
員
の
配
置
（
学
）

・
学
校
図
書
館
連
携
シ
ス
テ
ム
運
用

支
援
（
図
）

・
授
業
力
の
向
上
を
目
指
し
た
校
内

研
究
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
推
進
（
学
）

・
教
育
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
理
科

支
援
員
制
度
の
推
進
（
セ
）

・
実
験
観
察
融
合
型
デ
ジ
タ
ル
教
材

活
用
共
同
研
究
の
推
進
（
室
・
セ
）

・
理
科
教
材
備
品
の
充
実
（
庶
）

・
学
力
調
査
の
分
析
、
授
業
改
善
プ

ラ
ン
の
作
成
（
学
）

・「
土
曜
の
広
場
」・「
土
曜
の
理
科
」

実
施
（
文
ス
ポ
）

・
日
野
っ
子
体
力
Ｕ
Ｐ
事
業
の
実
施

（
文
ス
ポ
）

・
ク
ッ
キ
ン
グ
キ
ッ
ズ
・
ス
ウ
ィ
ー

ト
キ
ッ
ズ
他
（
公
）

第
２
項
目
豊
な
心
の
育
成

・
田
ん
ぼ
の
学
校
他
（
公
）

・
エ
コ
ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
、
雑
木
林
探

検
隊
他
体
験
学
習
の
開
催
（
郷
）

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
（
市
長
部

局
と
連
携
）

・
教
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
機
能
の
充

実
（
セ
）

第
３
項
目
す
こ
や
か
な
体
の
育
成

・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
学
校

生
活
管
理
指
導
表
の
活
用
（
学
）

・
栄
養
教
諭
の
配
置
（
学
）

・
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
・
味
覚
教

室
（
学
）

・
日
野
っ
子
シ
ェ
フ
コ
ン
テ
ス
ト（
公
）

・
特
色
あ
る
学
校
部
活
動
奨
励
補
助

金
の
交
付
（
学
）

・
部
活
動
外
部
指
導
員
の
配
置
（
学
）

・
生
徒
参
加
費
派
遣
費
補
助
金
の
交

付
（
庶
）

・
武
道
教
育
推
進
の
た
め
の
環
境
整

備
（
庶
・
学
・
文
ス
ポ
）

第
４
項
目
児
童
の
要
請
に
こ
た
え

る
力
の
育
成

・
外
国
人
英
語
指
導
補
助
員
の
派
遣

（
学
）

・
英
語
活
動
推
進
委
員
会
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
（
学
）

・
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
制
度

に
よ
る
学
校
支
援
（
室
）

・
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
制

度
に
よ
る
管
理
体
制
強
化
（
室
）

・
ひ
の
っ
子
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推

進
（
庶
）

・
子
ど
も
環
境
講
座
の
開
催
（
公
）

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
実

施
（
室
・
学
）

第
５
項
目
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の

推
進

・
就
学
相
談
委
員
会
に
よ
る
適
正
就

学
の
充
実
（
特
）

・
幼
稚
園
に
保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配

置
（
学
）

・
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
に
よ

る
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援
（
庶
）

・
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

研
修
の
充
実
（
特
）

・
情
緒
障
害
学
級
の
開
設
（
東
光
寺

小
・
日
野
第
二
中
）（
特
）

・
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
の
拡
充
（
特
）

第
６
項
目
人
間
形
成
の
基
礎
を
培

う
幼
児
教
育

・
就
学
前
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実

施
（
学
）

・
保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
の
充
実

（
学
）

・
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
よ
る
幼
稚
園
の

情
報
提
供
（
学
）

第
７
項
目
連
携
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り

・
研
究
奨
励
事
業
に
よ
る
授
業
研
究

の
推
進
（
学
・
セ
・
室
）

・
全
校
で
小
・
中
連
携
の
取
組
（
学
）

・
学
校
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
積
極
的
な

発
信
（
室
）

・
校
庭
の
芝
生
化
の
推
進
（
庶
）

・
平
山
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
運
営
支
援
（
学
・
庶
）

第
８
項
目
子
ど
も
の
安
全
確
保

・「
ひ
の
っ
子

安
全

パ
ト

ロ
ー
ル
」

に
よ
る
下
校
時
、
放
課
後
の
安
全

確
保
（
学
）

・
不
審
者
・
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信

事
業
の
実
施
（
庶
）

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
充
実
（
庶
）

・
日
野
警
察
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

の
開
催
（
学
）

・
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
対
策
と
し

て
学
校
管
理
員
の
配
置
（
庶
）

第
９
項
目
信
頼
さ
れ
る
学
校
経
営

と
教
職
員
の
養
成

・
学
校
評
価
の
実
施
・
学
校
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
で
の
公
開
（
学
）

第

10項
目
安
全
で
快
適
な
学
校
施

設
の
展
開

・「
選
べ
る
学
校
制
度
」の

見
直
し（
学
）

・
日
野
第
四
小
学
校
増
築
工
事
（
庶
）

・
旭
が
丘
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
（
庶
）

・
安
全
で
お
い
し
い
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
日
野
第
四
小
直
結
給
水
化
工
事
）

・
日
野
第
一
中
学
校
改
築
工
事
（
庶
）

第

11項
目
ニ
ー
ズ
と
課
題
に
応
え

る
教
育
行
政
の
推
進

・
ひ
の

21世
紀
み
ら
い
塾
（
文
ス
ポ
）

・
教
育
委
員
会
評
価
の
実
施
（
庶
）

・
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
よ
る
事
業
の
取

組
状
況
の
積
極
的
な
発
信
（
庶
・

学
・
室
）

・
高
校
生
奨
学
金
に
よ
る
経
済
的
援

助
（
庶
）

・
就
学
援
助
制
度
に
よ
る
保
護
者
へ

の
経
済
的
支
援
（
庶
）

※
（
庶
）庶

務
課
、（
学
）学
校
課
、（
セ
）教
育

セ
ン
タ
ー
、（
室
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進

室
、（
特
）特
別
支
援
教
育
推
進
チ
ー
ム
、

（
文
ス
ポ
）文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
、（
公
）公

民

館
、（
図
）図
書
館
、（

資
）郷
土
資
料
館

発行 日野市教育委員会（編集 教育部学校課）
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早
咲
き
が
心
配
さ
れ
た
桜
の
花
も

各
学
校
・
園
の
入
学
・
入
園
式
に
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
満
開
で
ス
タ
ー

ト
し
た
平
成
二
十
一
年
度
。
四
月
一

日
に
五
十
嵐
俊
子
前
室
長
の
後
任
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
野
市
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
の

分
野
に
お
い
て
、
物
的
・
人
的
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
整
備
し
、
今

は
わ
が
国
を
代
表
す
る
最
先
端
の
自

治
体
で
す
。

ま
た
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
、
充
実
し
た
授
業

を
実
践
し
、
学
力
の
向
上
の
た
め
に

日
々
努
力
す
る
教
職
員
が
、
保
護
者
・

地
域
の
方
々
を
始
め
多
く
の
ご
協
力

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
素
晴
ら
し

い
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
多
摩
川
や
浅
川
と
そ
れ

ら
か
ら
別
れ
て
流
れ
る
水
流
に
囲
ま

れ
た
低
地
か
ら
、
緑
濃
い
山
並
み
の

丘
陵
ま
で
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
る
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環
境
が
、

子
供
た
ち
の
豊
か
な
情
操
を
育
む
恵

ま
れ
た
環
境
と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
」
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
で
育
つ
子
供
た
ち
で
あ
る

「
ひ
の
っ
子
」
の
言
葉
に
込
め
ら
れ

た
願
い
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
一
所
懸
命
日
々
取
り

組
ん
で
い
る
学
校
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
活
動

を
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育

充
実
の
た
め
に

日
野
市
教
育
委
員
会
教
育
部

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
室
長

田
口

克
敏

平平
成成

2211年年
度度

教教
育育
予予
算算

とと
事事
業業
のの

ああ
らら

まま
しし

平
成

21年
度
の
市
の
予
算
は
、

483億
６
千
万
円
で
す
。
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
教
育
費
は
、
約

69億

500万
円
で
す
。
教
育
予
算
は
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
、
約

16億
７
１
９
７
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
七
生
緑
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
等
の
完
了
や
、
日
野
第
一
中
学
校
校
舎
改
築
が
い
よ
い

よ
完
成
に
近
づ
い
た
た
め
に
支
出
額
が
減
額
し
て
き
た
こ
と
等
が
大
き
な
要
因
で
す
。

今
年
度
の
教
育
施
策
は
、
昨
年
度
策
定
さ
れ
た
「
日
野
市
教
育
基
本
構
想
」
に
則
っ
て
、
教
育
目
標

を
定
め
、
各
事
業
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。
主
な
推
進
施
策
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

教教 育育 予予 算算 のの 構構 成成



市
で
は
、
特
別
支
援
教
育
の
理
念

で
あ
る
「
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
教
育
的
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

そ
の
持
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や

学
習
上
の
困
難
を
改
善
す
る
た
め
、

適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
の

拡
充
、
特
別
支
援
学
級
の
開
設
を

行
い
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
の
拡
充

～
今
年
度
は
、小
学
校

14校
で
実
施
～

・
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
は
、
発
達
障
害

等
に
よ
っ
て
通
常
の
学

級
で
の
学
習
に
つ
ま
ず

い
て
い
る
児
童
を
支
援

す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

・
平
成

20年
度
は
小
学
校

９
校
で
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
、
新
た
に
５
校

で
開
設
し
、
小
学
校

14

校
で
実
施
し
ま
す
。

・
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
は
、

個
々
に
応
じ
た
指
導
で

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た

ち
の
つ
ま
ず
き
を
少
し

ず
つ
改
善
し
て
い
く
場

で
す
。
目
標
は
や
れ
ば

で
き
る
と
い
う
達
成
感

を
体
感
す
る
こ
と
で
学

習
意
欲
の
向
上
に
結
び

つ
け
て
く
こ
と
で
す
。

●
特
別
支
援
学
級
の
開
設
等

小
学
校
・
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
情

緒
障
害
学
級
を
開
設
し
ま
し
た
。

・
東
光
寺
小
学
校
に
「
ひ
ま
わ
り
学

級
」（
情
緒
障
害
通
級
指
導
学
級
）

・
日
野
第
二
中
学
校
「
１
組
」（
自

閉
症
・
情
緒
障
害
固
定
学
級
）

＊
平
成

21年
２
月
３
日
の
文
部
科
学

省
の
通
知
に
よ
り
、
情
緒
障
害
固

定
学
級
は
、「
自
閉
症
・
情
緒
障

害
特
別
支
援
学
級
」
と
名
称
が
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

・
ま
た
、「
つ
く
し
学
級
」（
情
緒
障

害
通
級
指
導
学
級
）
が
南
平
小
学

校
に
移
転
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
で
は
特
別
支
援
教
育

の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
特
別
支
援
教
育
推
進
チ
ー
ム
）

去
る
３
月

14日
（
土
）、
市
民
会

館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
教
育
の
ま

ち
日
野
（
日
野
市
学
校
教
育
基
本

構
想
）」発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
表
会
に
は
、
学
校
・
行
政
関
係

者
や
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
参
加
を

頂
き
、
明
星
大
学
人
文
学
部
・
森
下

恭
光
教
授
の
ご
講
演
と
今
後
の
日
野

市
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

と
も
に
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

今
後
、
教
育
委
員
会
は
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
「
教
育
の

ま
ち
日
野
」
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

（
学
校
課
）

☆
定
員
制
の
導
入

「
選
べ
る
学
校
制
度
」
は
、
制
度

導
入
か
ら
９
年
目
を
迎
え
、
市
民
の

間
に
定
着
し
た
制
度
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
実
施
に
よ
り
、

各
学
校
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
や
「
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
が
推
進
さ
れ
、

学
校
か
ら
地
域
へ
の
情
報
発
信
も
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
、
一
部
の
地
域
で
は

一
時
的
な
子
ど
も
人
口
の
増
加
が
み

ら
れ
、
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
学

校
も
あ
り
、
増
築
等
に
よ
る
対
応
を

行
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
学
校
運
営

上
そ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
、
通
学
区

域
外
か
ら
の
選
択
希
望
者
全
員
を
受

け
入
れ
る
余
裕
が
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
平
成

12年
６
月
に

策
定
し
た

『「
選
べ
る
学
校
制
度
」

実
施

計
画

』
で
は
、「
基
本
的
に
は

抽
選
方
式
な
ど
の
定
員
制
の
導
入
は

採
用
し
な
い
」
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
子
ど
も
人
口
の
減
少
が
み
ら
れ

た
実
施
計
画
策
定
時
と
状
況
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
た
め
、
選
べ
る
学
校
制

度
を
今
後
と
も
継
続
し
て
円
滑
に
運

営
で
き
る
よ
う
、
定
員
制
を
導
入
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

１
、
基
本
的
考
え
方

①
通
学
区
域
内
の
学
校
を
希
望
す

る
児
童
・
生
徒
は
、
全
員
受
け
入

れ
ま
す
。

②
学
校
運
営
上
、
施
設
状
況
に
、

な
お
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
定

員
（
受
入
可
能
人
数
）
を
定
め
、

通
学
区
域
外
か
ら
の
選
択
希
望
者

を
受
け
入
れ
ま
す
。

③
通
学
区
域
外
か
ら
の
選
択
希
望

者
が
多
く
、
定
員
を
超
え
る
場
合

に
は
、
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。

２
、
導
入
の
時
期

平
成

22年
度
の
入
学
予
定
者
か
ら

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
区
域
の
一
部
変
更

日
野
第
一
小
学
校
と
日
野
第
四
小

学
校
の
通
学
区
域
の
一
部
で
、
潤
徳

小
学
校
へ
の
通
学
を
可
能
と
し
て
い

た
調
整
区
域
（
石
田
１
、
２
丁
目
、

万
願
寺
５
、
６
丁
目

38番
地
ま
で
※

図
参
照
）
の
学
区
域
変
更
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

①
調
整
区
域
を
、
学
校
選
択
の
希

望
実
態
に
即
し
て
、
潤
徳
小
学
校

の
通
学
区
域
に
変
更
し
ま
す
。

②
調
整
区
域
か
ら
潤
徳
小
学
校
に

通
学
し
卒
業
し
た
児
童
が
三
沢
中

学
校
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

調
整
区
域
の
部
分
を
、
日
野
第
一

中
学
校
か
ら
三
沢
中
学
校
の
通
学

区
域
に
変
更
し
ま
す
。

③
平
成

22年
度
の
入
学
予
定
者
よ

り
適
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

（
学
校
課
）

昨
年
は
、
旧
百
草
台
小
学

校
校
舎
を
仮
校
舎
と
し
、
そ

の
間
に
旧
三
沢
台
小
学
校
校

舎
及
び
体
育
館
の
耐
震
補
強

工
事
、
大
規
模
改
修
工
事
、

校
舎
の
増
築
工
事
を
行
っ
て

き
た
七
生
緑
小
学
校
校
舎
は
、

３
月
に
完
成
し
、

春
休
み
に

新
校
舎
に
引
越
し
ま
し
た
。

明
る
く
、

温
か
み
の
あ
る
教

室
と
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

や
図
書
室
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

活
が
楽
し
み
で
す
。

七
生
緑
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
あ
お
ぞ
ら
学
級
」
も
同
時
に
新

校
舎
に
移
り
ま
し
た
が
、「
つ
く
し

学
級
」
は
、
南
平
小
学
校
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
仮
校
舎
を
使
用
す
る

間
、
通
学
バ
ス
を
運
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
東
電
学
園
様
、
フ
ォ

ル
ク
ス
百
草
園
店
様
、
す
し
お

ん
ど
百
草
園
駅
前
店
様
に
は
、

停
車
場
所
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
庶
務
課
）
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「
選

べ
る

学
校

制
度

」
を

円
滑

に
継

続
さ

せ
る

た
め

に
日

野
市

の
特

別
支

援
教

育

平
成

21年
度

特
別

支
援

教
育

の
取

組
み

七七七
生生生

緑緑緑
小小小

学学学
校校校

校校校
舎舎舎

ががが
装装装

いいい
ももも

新新新
たたた

ににに

富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
様
よ
り
、
環
境
問
題
を

取
り
上
げ
た
書
籍
『
た
べ
も
の
が

た
り
』
を
日
野
市
立
小
・
中
学
校

及
び
日
野
市
立
図
書
館
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
、
一

昨
年
と
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
『
い

き
も
の
が
た
り
』『
み
ず
も
の
が

た
り
』
の
続
編
で
す
。

カ
ラ
フ
ル
な
挿
絵
、
写
真
や
漫

画
を
取
り
入
れ
て
、
子
ど
も
に
も

親
し
み
や
す
い
本
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
現
在
市
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
食
育
」
の
教
材
と
し
て
も

役
立
ち
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
へ
の
寄
贈
の
お
礼
と
ご
報
告

落ち着いた木目調の内装の教室。明るい
雰囲気です。

耐
震

補
強

工
事

等
が

完
了

し
た

校
舎

「
学
校
教
育
基
本
構
想
」

発
表
会

盛
況
の
う
ち
に
開
催
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ーーーーーー ーー
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ビビビビビビ ビビ
スススススス スス

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、
不
審
者
出
没
や

災
害
発
生
等
の
情
報
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ま
た
、
お
子
様
の
通
う
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ
か
ら

の
情
報
も
受
け
取
れ
ま
す
。

提
供
す
る
情
報

左
記
か
ら
受
信
を
希
望
す
る
情
報
を
お
選
び
い
た

だ
け
ま
す
。

①
不
審
者
情
報

②
防
災
情
報

③
学
校
生
活
情
報
お
よ
び
学
童
ク
ラ
ブ
情
報

登
録
手
順

①
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し

ま
す
。

②
数
分
後
に
返
信
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
メ
ー
ル
内
の

U
R
L
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

③
登
録
フ
ォ
ー
ム
が
表
示
さ
れ
る
の
で
質
問
項
目
に

答
え
て
『
確
認
』
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

④
確
認
ペ
ー
ジ
で
間
違
え
が
な
け
れ
ば
『
登
録
』
ボ

タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
数
分
後
に
登
録
完
了

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

削
除
手
順

①
削
除
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま
す
。

(h
in
o-del@

m
lreg
.tricorn

.n
et）

②
数
分
後
に
登
録
削
除
完
了
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

登
録
内
容
更
新
手
順

①
更
新
用
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
、

自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力

し
ま
す
。

(h
ttps://blu

e.tricorn
.n
et/h

in
o-city

/pw
3.x
)

②
返
信
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
メ
ー
ル
内
の
U
R
L
を

ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

③
現
在
の
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
を
外
し
、
情
報
の
ほ
し

い
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
直
し
ま
す
。

※
登
録
・
削
除
・
更
新
の
手
順
は
、
日
野
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
条
件
・
注
意
事
項
等

・
ご
登
録
い
た
だ
い
た
情
報
は
本
サ
ー
ビ
ス
以
外
の

目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
本
サ
ー
ビ
ス
は
契
約
業
者
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
行
い
ま
す
。
ご
登
録
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
業

者
が

24時
間
有
人
監
視
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
保
管
さ
れ
ま
す
。

・
情
報
提
供
料
は
無
料
で
す
が
受
信
料
金
等
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

・
メ
ー
ル
の
遅
延
等
が
生
じ
て
も
一
切
の
責
任
は
負

い
か
ね
ま
す
。

・
配
信
し
た
メ
ー
ル
が
連
続
し
て
届
か
な
か
っ
た
場
合

は
自
動
的
に
登
録
を
解
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
メ
ー
ル
受
信
後
、
情
報
内
容
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

大
坂

上
中

学
校

毎
朝
、
読
書

本
校
は
、
毎
朝
、
８
時

30分
か
ら

10分
間
、
全
校
で
読
書
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
は
、
各
自
で
興
味
の
あ
る
も

の
を
持
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
朝
読
書
を

通
じ
て
、
読
書
へ
興
味
が
出
て
き
た
生

徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
は
、

１
年
間
で

225冊
、
３
年
間
で

608冊
の

本
を
図
書
館
で
借
り
て
読
ん
だ
生
徒
が

い
ま
し
た
。

三
沢
中
に
着

任
し
た
正
留
久

巳
で
す
。
三
沢

中
の
伝
統
を
引

継
ぎ
、
更
に
発

展
す
る
よ
う
全

力
を
あ
げ
る
所
存
で
す
。
前
任
校
は
平

山
中
で
、
同
じ
浅
川
の
川
沿
い
に
あ
る

本
校
へ
の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
日
野

市
へ
教
頭
と
し
て
異
動
し
て
き
て
か
ら

旧
七
生
村
に
あ
る
４
校
の
中
学
校
を
経

験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
縁
を
感

じ
ま
す
。
三
沢
中
の
周
り
は
、
桜
の
木
々

が
多
く
あ
り
、満
開
の
桜
は
美
し
く
見
事

な
風
景
で
し
た
。「
生
徒
一
人
一
人
を
大

切
に
し
、
鍛
え
可
能
性
を
伸
ば
す
学
校
」

を
目
指
し
、
子
ど
も
達
の
秘
め
ら
れ
た

可
能
性
を
一
つ
で
も
多
く
引
き
出
す
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
野
第
四
中

学
校
よ
り
転
任

し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

西
に
見
え
る
富
士
の
高
峰
の
よ
う
に

た
く
ま
し
く
、
浅
川
の
流
れ
の
よ
う
に

清
ら
か
な
、
平
中
生
を
育
て
て
い
き
た

い
と
夢
が
広
が
り
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方
に
お
力
添

え
い
た
だ
き
、
教
職
員
力
を
合
わ
せ
、

こ
の
平
山
の
地
に
根
ざ
し
た
学
校
経
営

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着
任
し
て
１

ヶ
月
で
す
が
、

子
ど
も
達
と
先

生
方
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
る
平
山
小
学
校
を
自
慢
に

感
じ
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
支
え
に

感
謝
し
て
い
る
毎
日
で
す
。
自
信
に
溢

れ
、
地
域
を
愛
す
る
明
る
い
子
供
た
ち

を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
っ

て
く
だ
さ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

平
山
小
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

校
長
の
千
葉

正
で
す
。
４

月
１
日
付
で
着

任
い
た
し
ま
し

た
。
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
に
あ
た
た

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
明

る
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
、
当
た
り
前
の

こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
学
校
を
目

指
し
、
元
気
に
、
楽
し
く
充
実
し
た
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
日
野
四
中
の
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
任
の
校
長
佐

藤
清
隆
先
生
が
ご

退
職
さ
れ
、
後
任

と
し
て
、
日
野
第

六
小
学
校
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。

本
校
は
、
駅
周
辺
の
商
業
地
や
大
き
な
企

業
も
学
区
に
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
変
落
ち
着
い
た
地
域
で
す
。
校
門
を

く
ぐ
る
と
、
歴
史
を
物
語
る
大
木
の
桜
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
丹
誠
込
め

て
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
草
花
が
出
迎
え
ま
す
。

さ
ら
に
、

40周
年
記
念
で
整
備
さ
れ
た
お
た

ま
が
池
は
、
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
何
十

年
も
の
間
、
六
小
の
子
供
た
ち
の
成
長
を
見

守
り
続
け
て
い
ま
す
。
温
か
い
ご
家
庭
と
や

さ
し
い
地
域
で
育
つ
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成

長
が
、
あ
ふ
れ
て
お
り
、
こ
の
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
く
惜

し
ま
ず
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
四
月
に

八
王
子
の
長

池

小
学
校
か
ら
ま

い
り
ま
し
た
千

代
谷

和
紀
と

申

し
ま
す
。
日
野

市
は
、
心
地
よ
い
自
然
が
残
っ
て
い
て
、

と
っ
て
も
穏
や
か
な
気
持
ち
で
過
ご
し

や
す
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に

仲
田
小
学
校
の
近
隣
の
地
域
の
方
は
、

学
校
教
育
に
対
す
る
支
援
体
制
も
素
晴

ら
し
く
、
子
ど
も
達
も
素
直
で
何
事
に

も
前
向
き
で
す
。
こ
の
子
ど
も
達
の
よ

さ
を
、
教
職
員
一
同
協
力
し
あ
い
な
が

ら
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
方

の
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
日
野

市
立
三
沢
中
学

校
よ
り
着
任
し

て
き
ま
し
た
、

尾
形

斉
と

申

し
ま
す
。

今
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、
今
年
度
か
ら
二

中
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

本
校
は
多
摩
平
の
森
の
中
に
あ
り
、
静

か
で
落
ち
着
い
た
環
境
は
と
て
も
魅
力

的
で
す
。
私
は
入
学
式
で
は
『
己
の
欲

せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
勿
れ
』
と
の
言

葉
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
私
が
最

も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
他
へ
の

思
い
や
り
の
あ
る
心
」
で
す
。
心
豊
か

な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
為
に
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
前
任
校

の
波
浮
小
学
校

は
、

波
浮
港
や

三
原
山
、
大
島

桜
、

椿
ま
つ
り

な
ど
で
有
名
な

伊
豆
大
島
の
観
光
地
に
あ
り
ま
し
た
。

134年
の
歴
史
は
あ
り
ま
す
が
、
児
童
数

が
年
々
減
少
し
全
校
で

54名
の
小
さ
な

学
校
で
し
た
。
今
度
の
日
野
第
五
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
朝
校
門
に
立
っ

て
い
る
と
、
と
て
も
明
る
い
声
で
挨
拶

し
て
く
れ
ま
す
。

407人
の
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
光
を
放
っ

て
輝
く
元
気
の
あ
る
学
校
を
築
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に

日
野
市
立
三
沢
中
学
校

統
括
校
長
正
留
久
巳

新新新
ししし

いいい
校校校

長長長
先先先

生生生
ののの

紹紹紹
介介介

４
月

１
日

に
学

校
に

新
し

く
着

任
及

び
転

任
さ

れ
た

校
長

先
生

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。

た
く
ま
し
く

清
ら
か
な
平
中
生

日
野
市
立
平
山
中
学
校

校
長
秋
山
讓
児

日
野
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動

日
野
市
立
仲
田
小
学
校

校
長
千
代
谷
和
紀

自
信
に
溢
れ
、地
域
を
愛
す
る

明
る
い
子
供
た
ち

日
野
市
立
平
山
小
学
校

校
長
五
十
嵐
俊
子

思
い
や
り
の
あ
る
心

日
野
市
立
日
野
第
二
中
学
校

校
長
尾
形

斉

楽
し
く
充
実
し
た
学
校

日
野
市
立
日
野
第
四
中
学
校

校
長
千
葉

正

ひ
の
っ
子
と
と
も
に

日
野
市
立
日
野
第
五
小
学
校

校
長
竹
山
弘
志

子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長

日
野
市
立
日
野
第
六
小
学
校

統
括
校
長
古
宮
キ
ヨ
子

ひひひひ
のののの

っっっっ
子子子子

がががが
んんんん

ばばばば
っっっっ
てててて

いいいい
まままま

すすすす

登登録録用用メメーールルアアドドレレスス

hhiinnoo--rreegg@@mmllrreegg..ttrriiccoorrnn..nneett

バーコードリーダー
付きの携帯電話の
方はＱＲコードを
読み取ってそのま
ま送信。

※お使いの携帯電話で「指定受信」を
されている方は空メール送信前に、
school-haisin@city.hino.lg.jp
bousai-haisin@city.hino.lg.jp
というアドレスを受信可能に設定
してください。



郷
土
資
料
館
は
、
子
供
た
ち
が
ふ

る
さ
と
日
野
と
出
会
う
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
秋
の
特
別
展
、
年
３

回
の
企
画
展
、
体
験
学
習
会
や
講
座

な
ど
を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と
日
野
の

自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
様
々
な
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。

企
画
展
（
会
場
は
郷
土
資
料
館
）

①
土
の
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
月

10日
～
７
月

12日

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
土
器
・
石
器
な
ど
の
遺
物
を

展
示
し
ま
す
。

②
「
ほ
ど
く
ぼ
小
僧
・
勝
五
郎
生
ま

れ
変
わ
り
物
語
２
０
０
９
」

７
月

18日
～

11月

23日

地
元
程
久
保
に
伝
わ
る
「
生
ま
れ

変
わ
り
物
語
」
は
、
江
戸
時
代
に
大

変
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

20年

度
の
特
別
展
開
催
の
後
、
新
た
な
調

査
成
果
を
加
え
、
こ
の
不
思
議
な
物

語
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

③
く
ら
し
の
道
具
今
・
昔

11月

28日
～
４
月
４
日

昭
和
初
期
か
ら
戦
後
ま
で
暮
ら
し

を
支
え
、
役
立
っ
て
来
た
生
活
道
具

を
て
が
か
り
に
、
当
時
の
人
々
の
く

ら
し
を
考
え
ま
す
。

特
別
展
「
七
生
丘
陵
の
自
然
と
く
ら

し
」

10月
３
日
～

12月

13日
（
会
場

は
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
）

浅
川
南
部
の
旧
七
生
村
地
域
は
、

多
摩
丘
陵
の
一
部
で
あ
り
、
日
野
市

で
は
「
七
生
丘
陵
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
緑
の
山
並
み
と
住
宅
地
が

広
が
っ
て
い
る
風
景
は
、
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
も
お
な
じ
み
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

七
生
丘
陵
の
地
形
や
動
植
物
な
ど

の
自
然
が
基
盤
と
な
っ
て
、
人
々
の

暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
人
々
の
暮
ら
し
方
が
、
今
日
の
七

生
地
域
の
姿
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。
七
生
丘
陵
の
雑
木
林
の
自
然

を
中
心
に
、
人
と
自
然
の
関
わ
り
合

い
て
紹
介
し
ま
す
。

体
験
学
習
会

自
然
観
察
会
、
農
業
体
験
の
エ
コ

ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
、
秋
の
収
穫
祭
・
正

月
飾
り
つ
く
り
・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど

季
節
を
感
じ
る
行
事
も
開
催
。
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験
学
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
き
る
力

を
育
て
な
が
ら
、
思
い
出
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
館
の
行
事
は
「
広
報
ひ
の
」
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料

館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
野
市
郷
土
資
料
館

日
野
市
程
久
保

550（
旧
高
幡
小
学
校
）

電
話

042-

592-０
９
８
１

月
曜
休
館
（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）

小
学
校

17校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（（

例
）パ
ソ

コ
ン
指
導
な
ど
教
師
の
お
手
伝
い
）

●
登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（（
例
）
登
校
時
や
下
校

時
の
通
学
路
で
児
童
の
安
全
確
保

や
見
守
り
の
お
手
伝
い
）

●
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（（
例
）
校

舎
の
修
繕
や
校
庭
の
花
壇
な
ど
の

整
備
の
お
手
伝
い
）

●
運
動
会
や
学
芸
会
等
の
学
校
行
事

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（（
例
）
自

転
車

の
整
理
や
学
校
付
近
の
交
通
安
全

指
導
の
お
手
伝
い
）
な
ど
に
協
力

い
た
だ
け
る
地
域
の
方
々
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
学
校
や
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
を
促
進

す
る
た
め
、
各
学
校
の
担
当
者
が
中

心
と
な
り
、
企
画
・
運
営
し
て
い
る

事
業
で
す
。
毎
年
、
学
校
の
先
生
方

や
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力
・
ご
参

加
い
た
だ
き
様
々
な
内
容
の
学
級
を

実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年

度
も
保
護
者

の
方
々
の
積

極
的
な
ご
参

加
・
ご
協
力

を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
で

は
、「
子
ど
も
の

居
場

所
」
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
子
ど
も
体
験
事
業
科

学
コ
ー
ス
「
土
曜
日
の
理
科
室
」
実

施
し
て
い
ま
す
。「
ひ
の
っ
子
」
た

ち
の
好
奇
心
や
想
像
力
を
培
い
、
異

学
年
や
他
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と

創
る
学
び
の
仲
間
作
り
も
応
援
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
小
学
生
が
対
象
で
、

い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
コ
ー
ス

で
組
み
立
て
、
年
間
を
通
し
て
行
な

い
ま
す
。

●
科
学
コ
ー
ス
「
土
曜
日
の
理
科
室

『
宇
宙
の
学
校
』」

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実

施
。
対
象
は
５
・
６
年
生
で
す
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
校

章
・
校
歌
は
、
そ
の
学
校
の
教
育
理

念
や
、
地
域
の
風
景
、
歴
史
、
文
化

な
ど
が
詠
い
込
ま
れ
た
、
地
域
文
化

の
貴
重
な
資
料
で
す
。

日
野
市
で
は
、
平
成

14年
か
ら
平

成

20年
に
わ
た
っ
て
、
幼
稚
園
・
小

学
校
の
統
廃
合
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
、
市
立
学
校

の
統

廃
合
が
一

段
落
し
た
こ
の
時
期

に
、
日
野
市
立
学
校
の
校
章
・
校
歌

を
、
旧
い
校
章
・
校

歌
も
含
め
て
一

冊
に
ま
と
め
た『
地
域
と
共
に
受
け
継

が
れ
る
文
化
』を

刊
行
し
ま
し
た
。
市

内
の
学
校
の
ほ
か
図

書
館
に
も
配

布

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一
覧
く
だ
さ

い
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

日
野
図
書
館
と
住
民
が
一
緒
に
ま

ち
の
再
発
見
活
動
を
し
て
い
る
「
日

野
宿
発
見
隊
」
が
編
集
し
た
も
の
で

す
。
日
野
宿
発
見
隊
は
旧
日
野
宿
地

域
に
残
る
文
化
や
歴
史
・
自
然
の
再

発
見
を
し
よ
う
と
日
野
図
書
館
の
呼

び
か
け
で
地
元
の
人
が
集
ま
り
、
３

年
前
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
写
真
の
収
集
の
ほ
か
に
も
、
ま

ち
歩
き
会
や
こ
ど
も
発
見
隊
に
よ
る

日
野
用
水
で
あ
そ
ぼ
う
、
夏
ま
つ
り

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
刊
行
さ
れ
た
写
真

集
は

50年
前
と
今
の
日
野
の
ま
ち
の

移
り
変
わ
り
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
住
民
の
思
い
出
話
も
載
っ

て
い
て
、
貴
重
な
記
録
集
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
年
以
上
か
け
て
写
真
の

収
集
と
聞
き
取
り
調
査
を
続
け
て
き

た
日
野
宿
発
見
隊
の
活
動
の
成
果
が

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
日
野
図
書
館
ま
で

電
話

042-

584-０
４
６
７

日
野
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
市
が
所
蔵
す
る
美
術
品
や
、
歴

史
・
考
古
・
民
俗
・
自
然
等
の
資
料

の
ほ
か
、
市
内
の
文
化
財
等
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

本
年
３
月
か
ら
は
、
そ
の
第
一
段
階

と
し
て
、
日
野
市
が
所
蔵
す
る
美
術

品
の
公
開
を
始
め
ま
し
た
。
公
開
作

品
は
、
小
島
善
太
郎
「
三
多
摩
秋
景
」

｢百
草
梅
林
春
の
団
欒
｣（
共
に
油
彩
）、

斉
藤

紅
一
「

天
と
地
と

｣（
油

彩
）、

倉
田
三
郎
「
不
盡
山
」（
油
彩
）
な
ど
、

洋
画
、
日
本
画
、
彫
刻
等

34点
で
す
。

日
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は

http://www.museum.city.hino.

tokyo.jp/か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

第67号 平成21年（2009年）５月21日（4）日野市教育広報/ひのっ子きょういく
郷
土
資
料
館
で
ふ
る
さ
と
日
野
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か自然の中にはたくさんの発見が。
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文文文文
化化化化

スススス
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生生生生
涯涯涯涯
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らららら
のののの
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知知知知

らららら
せせせせ

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

子
ど
も
体
験
事
業
の
ご
案
内

平
成

21年
度

日
野
市
家
庭
教
育
学
級

土
曜
日
の
理
科
室

「
宇
宙
の
学
校
」
の
様
子

日
野

市
デ
ジ

タ
ル

ミ
ュ
ー

ジ
ア

ム
の

公
開

写写
真真

集集

「「
まま
ちち

かか
どど
写写
真真
館館

iinn

ひひ
のの
」」

がが
刊刊
行行

日
野
市
立
学
校
の
校
章
･校
歌
を

一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た

平
成

16年
４
月
に
旧
高
幡
台
小

学
校
（
現
日
野
市
教
育
セ
ン
タ
ー
）

に
中
央
公
民
館
の
高
幡
台
分
室
が

設
置
さ
れ
て
か
ら
５
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
様
の
自
主

的
な
学
習
活
動
に
対
し
て
貸
し
館

的
な
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
公
民
館
事
業
の
拡
充
を
図

る
た
め
に
、
こ
の
４
月
か
ら
３
名

の
常
勤
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
浅
川
以
南
の
教
育
･

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
皆
様
の

多
様
な
学
習
要
望
に
応
じ
た
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
み
、
人
や
仲
間
と
の
出
会

い
、
趣
味
や
教
養
、
生
き
が
い
と

の
出
会
い
を
創
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
、
自
主
サ
ー
ク
ル

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
等
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
職
員
の
紹
介

中
島
和
彦

瀧
口
英
彦

小
澤
賢
二
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央
公
民
館

高
幡
台
分
室
が
充
実
！

小
島
善
太
郎

「
三
多
摩
秋
景
」


